抜け道 もない。 鎖国、 ならびに 切支丹 断 圧。 論争 もい 

らん。 理由 も 不要。 ただ 断乎たる 禁令と、 その 徹底的 

な 実施 あるの み、 である。 

だから、 信者 は 地下に くぐらざる を 得ん。 一 方 その 

指導者た る 神父 は、 主として マカオ ならびに マニラ か 

ら 日本に 潜入す る。 潜入した 神父 はョ— 口 ツバ 人 も 多 

いけれ ども、 日本の 学 林で 一 応の 教義 を 学んだ 後に 国 

外へ 脱走して、 マニラ や マカオで 更に 勉強し、 修道士 

(当時 これ をィ ルマンと いう) とか、 司祭 (つまり 神父、 

パ ー ドレで ある。 これ を 当時 パテレン 〃伴天連， とい 

う) に 補せられ て、 さらに 日本へ 逆 入す る。 つまり 



越境して モス コー へ 逃げ、 そこで 共産主義の 筋金 を 入 

れて 日本へ 逆に 密入国 するとい う 今日の 様相と 変り は 

ない。 外国からの 思想が 断 圧されれば、 思想の 如何 を 

問わず、 時代 を 問わず、 こういう 様相が 現れる の は 当 

リ前 のこと であろう。 

家康の 禁令 後 約 三十 年間に わたって、 潜伏 信徒と、 

これ を 指導す るた めに 潜入す る 神父の 活動が つ、 V いた 

が、 やがて 潜入す る 神父 も 跡 を 断ち、 表向き 信教 を 奉 

ずる 者 も なくなった。 もっとも、 長 崎 周辺 や 天草 等に 

表面 は 仏教徒 を 装うて 子々 孫々 切支丹 を 奉じた 部落 は 

いくつか あり、 それら は 明治維新 となって 信教の自由 



残して いるので ある。 そこの 山腹に 現存す る 横穴の 中 

で、 彼 は 捕えられ たので ある。 

地下へ もぐった 共産党の 幹部に くらべる と、 金 鰐 次 

兵衛の 方が シンパ も少 く、 (彼の 活躍した 時 はすで に 

切支丹の 衰亡に 近づきつつ ある 時であった) レン ラク、 

レポの 組織な ども 甚だ 幼稚であった ばかりでなく、 後 

日の 彼 は 長 崎 を 中心とする 信徒の 最も 重要な 支配者で 

ぁリ 指導者で も ぁリ、 逃げ隠れが 能ではなくて、 最も 

積極的な 街頭 進出に、 指令に、 慰問に、 ミサに 明け 暮 

れ したので あるが、 実に 数万 人の 捜査 網 をく ぐり、 九 

州から 江戸の 間 を 股に かけて 七 年間と いう もの 日本中 



を 騒がした ので ある。 

彼の 生い立ち は 日本側に は 不明で あるが、 パジェス 

によれば、 ゥォ マリ (該当する 日本の 地名 不明) の 生 

れ、 父 は レオ 小 右衛門、 母 は クララ. ボキ アイ (落 合 

かも 知れん)。 この 両親 はと もに 殉教者 だそう だ。 彼 

は その子 供で ィョ ヒョ— ェ (日本の 記録 は 次 兵衛、 ま 

たは 次 太夫) という。 彼 は 有 馬の 学 林で 育てられた。 

彼 は 語学に 天才が あって、 彼の 話す 完全な ラテン語に 

はョ— 口 ツバの 神父 も 感心した という。 二十歳の とき 

宗教 的な 地位 をうる ために フィリッピ ンに 行きたい と 

思った が、 一 六 ニニ 年に 至って はじめて 同地に 行く こ 



とがで きた。 一六 二三 年 十一月 二十 六日、 管区 長フラ 

ィ • アロンゾ • デ • メンチ エダ 神父に よ つ て 修道 服 を 

与えられ、 誓願 を 立てた 後、 ドン . フライ • ぺ テロ - 

デ • ァ ルセに よって 司祭に 補せられ た。 日本の 記録で 

は 「切支丹 パテレン 妖術 使いの 張本人 金 鍔 次 兵衛」 で 

あるが、 教会の 記録で は、 トマス ニァ • サン • ァゥグ 

ス チノ 神父と いう。 

一六 三 〇 年 (寛 永 七 年) 二月 二日 フィリッピ ン より 

船出して、 マリベレス 島で 難船した が、 彼 は 奇蹟 的に 

助かり、 首尾よく 日本 潜入に 成功した。 これより 日本 

に 於け る 神出鬼没の 大 活躍が はじまる ので あるが、 彼 



一時に 出動し、 これに 海軍 も 加わって いますよ。 以下、 

大村 藩の 記録 を 意訳して みましょう。 実に 残念な の は、 

私の 手 もとに 浦 上の 地図がない ことで、 地図がない と、 

この 三 師団と 海軍の 包囲 網が ハツ キリ 分りに くいので 

すがね。 

寛 永 十二 年 (であろう。 他の 次兵衛 追跡に 関する 記 

録の 年月日 からみて、 そう 見る のが 正しい よう だ。 西 

暦 一六 三 五 年) 八月、 次 兵 衛が浦 上に 隠れて いると 密 

告 する 者が あって、 長 崎 奉行 は 四辺の 諸 藩と レン ラク 

して 捜査 中、 大村領 戸根 村 脇 崎の 塩焼き (俗に 釜 司と 

いう 由) が 彼 を 山中に かくまつ ている という 晴 報が は 



の 姿 もなかった。 

彼に 随行して いた 小者 (塩焼き かね) 与 一郎と いう 

者 は 三十 五日の 山 狩が 終った 後に なって 捕えられた。 

「とりにがしの パテレンの 小者 を 山 狩の 人数の 引き 申 

し 候 あとに 捕えられ 候 由、 大慶に 存候」 西宗 真が 大村 

彦 右衛門に 手紙 を 書いて ます。 とりにがしの パテレン 

の 小者 を 捕えて 大慶 至極と いう、 まことに ナサ ケ ない 

話ながら、 金 鍔 次 兵衛の 神通力が 当代 を 風靡した 有様、 

目に 見る 如くでありましょう。 

次 兵衛の 活躍 は 一 六 三 七 年まで つづきます。 バジェ 

スの 記事に よると、 彼 は 一時 は 江戸へ 逃れ、 そのと き 



な 野性が ありますな。 その 非 モグラ 的 活動力 は 共産党 

の モグラ 連よりも よほど ァカ ぬけて いるね。 たった 一 

人 を 捕える のに 四ッの 藩と ニッの 奉行所の 総員 出動、 

三十 五日 不眠不休の 包囲 網と いうの は、 日本に も、 外 

国に も、 あんまり 例の ない ことではないでしょう か。 

彼 もつ いに 捕えられました。 そのと き 彼 は 戸町の 谷 

間 の 中腹 の 横穴 に ひそみ、 相 も 変らず 夜) J と に 信徒 の 

間 を蚯け まわって 伝道 をつ づけて いたのです。 戸町に 

は 当時 ひところ 外国 船が ついた こと も あり、 千 人 番所 

という ものが あって、 いわば 長 崎 周辺で 最も 整備した 

探偵 陣地で あるが、 その 目と 鼻の 先の 穴 ボコの 中で 



九州に は 隠れ 切支丹が 多かった が、 そのうちで 最も 

有名な の は 浦 上であった。 それ は 主として、 切支丹の 

子孫のう ちで ここが 最初に 復活した せいであろう。 ま 

た 四 回に わたる 浦 上 崩れと いう ものが あって、 切支丹 

信仰が ま つ たく 地下に 隠れて 後に 四 回 も 信仰が 露顕し、 

四 回目に は 村民の 殆ど 全部の 三千 余 名が 諸 藩に 分散 入 

牢 せしめられて 棄教 をせ まられ た。 明治 二 年の ことで 

あった。 そんな 根強い 地下 信仰の 歴史 もあって、 諸方 

に 隠れ 切支丹が あるう ちで、 浦 上 だけ は 特に 一 般に名 

を 知られ、 その 代表の ような もの だ。 長 崎 巿民は 浦 上 

切支丹 を 「クロ」 とよんで 白眼視し ていた もの だ。 r ク 



口」 は クルス (十字架) からき たという が、 本当 かね。 

とにかく 決して 善意 を こめて 呼ぶ 名で はない ね。 本来 

は 隠れ 切支丹 を さして 「クロ」 とよぶ という こと だが、 

しかし 十 年 前に 私が 長 崎の 二三の 巿民 にきき ただした 

ところでは、 

「浦 上が クロです と」 

というよ うな 返事で、 浦 上の 切支丹 を クロと よぶ も 

の だと 心得て いたよう だった。 異教徒から 見れば、 浦 

上 は 特別の 切支丹 地帯で、 別 人種的に も 思えた かも 知 

れん。 私が 十 年 前に 浦 上の 土 を ふんだ だけで、 また、 

農家の 内部 を チラと 見た だけで、 何 か 胸に 騒ぐ 感慨 を 



押えが たかった の は、 それ も やっぱり 異境に さまよう 

妖し さが 胸底に あ つたせ いであろう。 

日本に 切支丹の 子孫が いる。 それ は 表面 仏教徒 を 装 

いながら 祖先伝来の 切支丹の 信教 をつ づけて いる はず 

だ、 という こと は、 外国の 宣教師が 概ね 予想して いた 

ことで ある。 新 井 白 石が 政治 を やって る 時に 潜入した 

ョ ワン • シロ ー テ もそう いう 子孫の 実在 を 信じての こ 

とであった。 元 治 二 年 二八 六 五 年) に大浦 天主 堂が 

落成した。 これ は 在留の 外国人の ための もので、 日本 

人に 伝道して は 相 成らん という 約束の もので あつたが、 

外人 神父の 肚の 中で は、 切支丹の 子孫が どこかに 隠れ 



村 あるそう だね。 たしか 浦 上の 一 部に も オラ ガ 村の 先 

袓 伝来の 正統 を 主張して ホン モノの パッパ 様 (法王) 

の カトリック を てんで 受けつ けない 部落が あつたよう 

だ。 復活 切支丹の 連中 はこの ガン コ派を 「はなれ」 と 

呼んで いる。 ブラジルの 神道 連盟の ような もの さ。 日 

本人の 在る ところ、 切支丹で あろうと、 日本 神道で あ 

ろうと、 共産主義で あろうと、 ホン モノ 以上の 絶対 正 

統派 や、 絶対 不敗 派が 必ず 存在して、 力み 返って いる 

ものら しい や。 ガン バレ。 ガン バレ。 先祖伝来の パッ 

パ様 や、 先祖伝来の 天皇 様 や、 先祖伝来の コ ミン フォ 

ルム 様が ついて らァ。 



死者 (検視 済ノ モノ) 七三、 八 八 四 名 

行方不明 一 、 八 八 七 名 

重 軽傷 者 七 六、 七 九 六 名 

と ありました。 

また、 天主 堂の 廃墟の 建 札に は、 浦 上の 信徒 一万 余 

名、 死者 八 千 五 百 名と ありまし たよ。 死者の 全数に く 

ら ベれば 一 割 強に すぎない が、 信徒に して みれば 危く 

全滅 をまぬ かれた ような 惨状です ね。 

天主 堂の 丘から 四方 を 見ます と、 小さな 家が マンべ 

ン なく 建って はいます が、 どの 家の 周囲に も 目立つ の 

は 樹木の ない 空地の 広さば かりです よ。 それ は 一見し 



長 崎の 巿街は 金比羅 山のお かげで 助かった のです か 

ね。 とにかく 山の端 を 外れた 長 崎 駅 や 大波 止の 方、 県 

庁な どの 少数の 建物が いくらの 幅 もない 一 本の 直線 型 

に 焼けた だけで、 長 崎巿の ほぼ 全部 は 昔ながら に、 そ つ 

くり 健在でした。 

十 年 前に 長 崎へ 行った とき は、 大浦 天主 堂の 真下の 

ノ -1 グル ホテルと いうと ころに 泊り ました。 なぜかと 

いうと、 長 崎 旅行の 手引き をして くれた 長 崎 出身の 人 

が、 長 崎で 一番 特徴が あるの はこの 旅館 かも 知れ ませ 



る 台の 上に おいてあった 陶器の 大きな カナダ ライの よ 

うな ものの 中へ、 水差しの 水 をジャ ー ボコ ボコと 半分 

ぐらい つぎこんで 立ち去った。 

巴 里の 屋根裏の 映画 かなん かに、 たしかに 何回も 見 

た 覚えが あります よ。 人 を 殺した 男 かなん かが、 血 だ 

ら けの ナイフ を この 台の 上へ おいて、 水差しの 水 を 

ジャ— ボ コボコ とこの 陶器の カナダ ライ 的な もの へ 半 

分ぐ らいつ いで、 血 だらけの 手 を さしこむ。 水が サッ 

と 血で 黒くなる というよ うな、 そんな 映画が よく ある 

でしよう が。 ゥ ー, ^。 なるほど、 マドロス 宿 か。 長 崎 

的々 はこれ であるな、 と大 感服 致した もの さ。 



この ホテル は、 もう、 なくなって いたよう でした ね。 

ここの 主人 は、 たしか 伊野 (？) さんと か 仰 有った か 

な。 親切な 人で、 郷土の 地理 歴史に つまびら かに、 私 

の 調査 旅行に 有益な 教示 や 助言 を 与えて くれた。 こう 

いう 長 崎 的々 な、 否、 全然 日本ば なれの した 外地の 安 

宿 そのまま 的の 存在が い つまで もこの 町に あると いう 

こと は、 物好きな 旅行 客に は 有難い ことなん だが、 復 

活 しません かね。 

長 崎の 巿街は 意外に も エキゾチックな ところが 少く 

て、 一 番 異国 的な の は、 大浦 天主 堂の 裏手の 丘の 居留 

地、 緑につつ まれた 古風な 洋館 地帯 だけでしょう かね。 



能に よって —— 私 はいろ いろ ハン モンした かも 知れな 

ヽ 05。 

レ 才 

しかし これ はゥマ 二で あるし アイ ノコ 的な ゥ ドンに 

相違ない から、 どうしても 人間の ために 作られた もの 

に 相違ない が、 案ずる に 長 崎 チャン ボンの 法則と して 

一 度に 一 曰 ぶんの チャン ポンを 買って 三度の 食事 ごと 

にこ こへ 通って きて 三度 目に 食い あげる、 なるほど 大 

陸に 近いだ けの こと は あるな、 と 考える。 

しかし、 その 時、 おどろくべき もの を 見た なァ。 学 

校 帰りの 十四 五ぐ らいの 女学生 三人組と、 母親ら しき 

女と 十 一 二の 男の子の 一 組が、 ちょ ッと お八 ッ 代りに 



ところが チャン ポン屋 に 回 を 重ねて 通う うちに、 長 

崎の 老若男女 という もの は 実に 一 人の こらず 同じよう 

な 特別の 胃袋の 持主で、 そこに 例外 は 決してな いとい 

うこと が、 たちまち 明白に なり ましたね。 マダム • バ 

タフ ライの 楚々 たる 外形に だまされ てはいけ ま せんぞ _ 

長 崎の 胃袋 こそ は 警戒し なければ ならん。 かのお 蝶 さ 

んは ピン 力— トンに 恋い こがれて 涙の かわく ヒマ がな 

くと も、 五六 べん 泣きじゃくる うちに 古墳の 山 をく ず 

して 東京の 男の 三食 分をぺ ロリと 平らげて、 まだ 前夜 

から 何も 食べて いないよ うな 悲しい 顔で むせび 泣いて 

いるに きま つ ている ね。 



に 開放 的に 現れずに、 むしろ 保守的に、 閉鎖 的に、 不 

自由にと、 自ら 選ぶ ような ォ モムキ になる ようです ね _ 

しかし、 とにかく、 長 崎に は、 非常に 独特な 都市の 

感情が あります ね。 それ はたし かに 他の 都市の 感情よ 

リも 悪い ものではありません。 その 感情 は 実に 古風で 

保守的で あるが、 因習 的に そうな のではなくて、 かな 

り 自由 奔放な 魂 や 感情が、 自分 一 個の 立場で、 古風な 

もの、 保守的な もの を 選んで 愛して いるよう な、 やつ 

ぱリ 開港 場 的な、 古風で 保守的ながら コスモポリタン 

でも あると いう 各人め いめいの 生き生きとした 自由な 

魂 も あるので すね。 
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